
No. 115

21 -1st- 13
10 -2nd- 10
26 -3rd- 12
14 -4th- 13

-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 10 0 4 2 4 4 * 19 0 7 5
* 20 0 8 4 1 5 * 6 0 3 0
* 16 0 6 4 2 6 0 0 0 0
* 16 4 2 0 3 7 * 10 0 3 4

0 0 0 0 0 8 * 4 0 1 2
- - - - - 9 - - - -

* 9 1 3 0 3 10 2 0 1 0
- - - - - 11 * 0 0 0 0
- - - - - 12 - - - -
- - - - - 13 3 0 1 1
- - - - - 14 - - - -
- - - - - 15 - - - -
- - - - - 16 4 0 2 0
- - - - - 17 - - - -
     18 - - - -
          
          
          
          
          

0
71 5 23 10 13 48 0 18 12

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール

関東中学校体育連盟

3ポイントシュート 2ポイントシュート

18
FT:

合計合計
スターター

 
 

  
 

コーチ 髙野 司
 

 小山 正男

 

大会名称：

開催場所：

試合区分：

第４７回関東中学校バスケットボール大会
平成２９年度

甲府市小瀬体育館　Ａコート

男子 ３回戦

 大沼 裕哉
 田口 裕雅

 

 石井 飛馬

 磯貝 祐生哉

 守屋 大

 

15

 ササン リュウイチ
 

 ペラレス アドリアン

 

3 潮田 操一郎
 大柳 慶悟

選手名

1

コーチ

 

 前原 陸人
 羽鳥 裕翔
 新居 稜将

終了時間：

 石﨑 楽都

17:50

 坂場 泰地

選手名
 木村 怜司
 下山 隼弥

NO.

(群馬)

桐生相生 ○

71

 今藤 旭

東海菅生●

48
(東京)

 吉野 聡

F
2

期　　　日： 2017(H29)年8月9日 (水)

開始時間： 16:10

11

栃木代表、桐生相生中と東京代表東海大菅生中の全国出場をかけた戦い。桐生は積極的な
シュートとディフェンスで流れをつかむ。＃７の３本の３Ｐ、＃５のリバウンドシュート、＃７のス
ティールからの速攻で得点を重ねる。菅生はクロススクリーンを利用したカッティングから展開を図
るが、インサイドにボールは入らず、外からの１対１を守られ得点が伸び悩む。残り２分でようやく
＃７のミドル、＃５のゴール下などが決まり桐生２１－１３菅生で１Ｑ終了。２Ｑ桐生は＃５のインサ
イドにボールを入れ加点。菅生は＃４がドライブで返す。その後お互いにインサイドにボールが入
り起点となるものの得点とはならず３分間ノーゴールが続く。桐生＃５のゴール下、菅生＃４のドラ
イブなどでお互い点を取り合い２Qは互角の展開となった。桐生３１－２３菅生で前半終了。
３Ｑはインサイドの＃５を絡めた攻撃で桐生が得点を重ねる。ドライブから＃５への合わせ、＃５の
ポストアップからの合わせで＃１０や＃６が得点し、一気に流れを引き寄せる。対する菅生はスク
リーンからボールをインサイドに入れ、プレーを狙うがシュートが決まらない。ゴール下を支配した
桐生が５７－３５と点差を開いて３Ｑ終了。４Ｑ菅生はオールコートでプレッシャーをかけ、速い展開
でシュートを狙い追い上げを図る。リズムを崩された桐生は得点が止まる。菅生は＃１０、＃５がミ
ドルシュートを打ち、リバウンドも粘るがなかなかシュートが決まらない。それでも速攻から＃１６が
得点し追いすがる。その後落ち着いてボールを運び、逃げ切った桐生が全国大会出場を決めた。
桐生７１－４８菅生で試合終了。最後まで必死にボールを追い続けた菅生にも拍手を送りたい。
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 高橋 昂汰

 吉田 遥人

 

 川俣 雄大

 須藤 柊

 大柳 亮太
 水品 拓也
 池田 有助

 
 

16
17

 
 

 

-

0

3

2

-
-

-
 
 
 

-

 細谷 光生 0

-
4
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1 新宮 健太
 三木 颯
 樺澤 港人


